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山口県の就業の現状① 1
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※ 男女とも若年（高卒時・大卒時）の流出が大若者の県外流出

※ 若年女性の労働力率が特に低い



山口県の就業の現状② 2

国勢調査、国立社会保障・人口
問題研究所「日本の地域別将来
推計人口」（平成30年推計）

高齢者人口の推移・将来推計

県民の健康寿命の伸び

※ 全国より１０年早いペースで進む高齢化

※ 働く意欲のある高齢者の増加



山口県の雇用・労働支援体制 3

○平成１６年４月、「山口県若者就職支援センター」として開設
○職業相談、職業紹介、企業見学ツアー、就職フェア等を実施
○厚生労働省の「新卒応援ハローワーク」を併設
○平成３０年８月、「シニア・女性就職支援コーナー」を開設し、
名称を「山口しごとセンター」に改称

○平成２８年９月、県独自の働き方改革支援機関として設置（交付金事業）
○アドバイザーとして、社会保険労務士等の専門家を配置
○要請に応じて企業を訪問して助言・提案を行う「アウトリーチ支援」を実施
○働きやすい職場環境づくり全般について助言・提案
（モデル事例や優良企業の実例に基づく職場環境づくり、仕組みや制度づくり）

○「山口しごとセンター」に併設し、人材確保支援と一体的に支援を実施

やまぐち働き方改革支援センター

山口しごとセンター

○窓口への来訪を待つのではなく、未就業者に積極的に
アプローチして就業意欲を喚起

○国、県、市、民間の連携を強化し、セミナーや研修、
マッチング支援等の情報を未就業者に確実に提供

人材確保に向けた課題

地方創生推進交付金（わく
わく地方生活実現パッケージ）

の積極活用



国 県

①女性・シニアの
就業意欲喚起

②受入企業の職場
環境改善支援

統括マネジメント（プラットフォーム整備）

●アウトリーチ支援
就業促進コーディネーターが、

現在職に就いていない女性・シ
ニア層へアプローチし、動画等
の就業意欲喚起ツールの活用
等により、就業意欲を喚起

母親サークル
シニアサークル

○スキルアップ研修
○職場体験、職業訓練

国1/2（地方創生推進交付金）
※わくわく地方生活実現政策パッケージの活用

④伴走支援（定着支援）

やまぐち働き方改革推進会議

推進機関 （政・労・使・金融機関 等）

やまぐち働き方改革支援センター

山口県シルバー
人材センター連合会

能力開発・就業訓練機
関、ハローワーク

やまぐち働き方改革
支援センター

山口しごとセンター

山口県の若い世代を中心とする大都市圏への人口流出や少子高齢化の進行に伴う労働力人口の減少、さらに、本県のものづくりを中心
とする産業界の深刻な人手不足の状況の中、「山口しごとセンター」を中心に、現在職に就いていない女性・シニアの就業意欲を喚起する
とともに、女性・シニアが働きやすい職場環境づくりを促進することにより、女性・シニアの就業促進と産業人材の確保を図る。

［新］女性・シニア新規就業促進事業（2019～2024） 4

③女性・シニアのキャリアアップ、企業とのマッチング

山口しごとセンター

就業促進コーディネーター

支援機関

○マザーズコーナー（４ヵ所）
〇生涯現役支援窓口（５ヵ所）

○下関市就労支援事業
〇宇部市ジョブスタ
〇防府市就労支援事業
〇長門市しごとセンター
○山口市、周南市 等

自治体（市町）

ハローワーク（国）

各省庁

○キャリアアップ助成金
○人材育成関係助成金

山口県（労働政策課）

各省庁

○環境整備助成金、補助金●官民連携プラットフォームの整備
●就業促進コーディネーター配置

プラットフォームのリーダー役
●就業実態調査（支援対象者のニーズ把握）

●わくわく就業ツーリズム
従前、単発で実施されている職場体験、
企業説明会、マッチングをパッケージ化
し対象者に一体的に提供する連携事業
●就職支援員配置
女性・シニアの相談窓口を設置し、
キャリアカウンセリングを実施
●意識啓発セミナー、マッチングイベント

○改革アドバイザー配置
・ 企業へのアウトリーチ支援
・ 優良企業育成

○実践的研修・テレワーク研修

●広報キャンペーン
民間企業の創意工夫・ノウハウを
活用したキャンペーン（動画等の
就業意欲喚起ツールの製作等）

○職場リーダー養成講座
○民間アドバイザー養成講座
○女性活躍促進施設整備支援
【補助率】 対象経費の１／２以内
【上限額】 100万円（大企業50万円）



○啓発講座

〇マッチングイベント

女性コーナー

〇キャリアカウンセリング

〇マッチングイベント

シニアコーナー

ハローワーク（山口労働局）

マザーズコーナー（４ヵ所）
生涯現役支援窓口（５ヵ所）

母親サークル 等

女性向け求人情報の提供

シニアサークル等

シニア向け求人情報の提供

女
性
・
シ
ニ
ア
の
就
業
支
援
機
関
等

未
就
業
者

就業促進コーディネーター

連携

アプ
ローチ

地方自治体（市町）

下関市就労支援事業
宇部市多様な働き方確保支援センター
山口市経済観光部
防府市就労支援事業
長門市しごとセンター
周南市経済産業部

・講師派遣
・出張相談
・情報提供
・シニア就業
意識調査

山口県シルバー人材センター連合会
〇就業ツーリズムの実施

〇就業意欲喚起ツールの活用

山口しごとセンター

就業促進コーディネーター

山口しごとセンターを中心に、就業意欲喚起やマッチングなどの支援を一体的に行い、希望に応じた就業を促進します。

山口県商工会議所連合会、山口県商工会連合会
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やまぐち働き方改革支援センター

高齢・障害・求職者雇用支援機構山口支部

プラット
フォーム



モデル市町 サポート市町

■下関市（モデル市町）
創業支援カフェＫＡＲＡＳＴ．

女性・シニア新規就業促進事業における市町との連携

山口県では、山口しごとセンターを中心に「やまぐち新規就業促進
プラットフォーム」を整備し、県内全域を対象に事業を構築する。
一方、地域の住民や中小企業等に身近な立場にある県内市町と
は、これまでの連携した取組（県セミナー、総務省テレワークセミ
ナーの周知、総務省テレワークマネージャー派遣制度の活用等）の
成果を活かし、より一層の地域間連携を図る。

独自に就労支援事業を実施する「下関市」及び「防府市」、また、
独自の就労支援機関を持つ「宇部市」及び「長門市」は、山口県の
モデル市町としてプラットフォームに参画し連携を図る。
さらに、本事業のサポート市町として、「山口市」「周南市」がプラッ
トフォームに加わり、本事業の県内全域での拡大を図る。

モデル市町として連携を図る「下関市」「宇部市」「防府市」「長門
市」では、各市内にコワーキングスペース等が整備（「防府市」は準
備中）されていることから、プラットフォームでは、これらスペースを女
性やシニアの特性に応じたモデル的な職場環境として位置づけ、職
場環境改善支援対象企業の短時間勤務やサテライトオフィスの導
入等に当たり、効果的な活用を図る。
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■長門市（モデル市町）
長門市しごとセンターＴ.ｅ.ｇ.ｏ.

■宇部市（モデル市町）
宇部市ＪＯＢＳＴＡ

■山口県
山口しごとセンター

■周南市（サポート市町）
周南市立徳山駅前図書館

やまぐち新規就業促進
プラットフォーム 市町がプラットフォームに参画し、本事業の県内全域での拡大を図る。

山口県人口 1,363,428人 （男647,124人 女716,304人）

１

２

３



交付金事業計画 7

○事業期間 令和元(2019)年度～令和６(2024)年度（６年間）

○交付対象事業費計 ３７５，９５０千円（うち交付金１／２、県１／２）

2019年度
増加分

（１年目）

2020年度
増加分

（２年目）

2021年度
増加分

（３年目）

2022年度
増加分

（４年目）

2023年度
増加分

（５年目）

2024年度
増加分

（６年目）

ＫＰＩ増加分
の累計

ＫＰＩ
（本事業による
新規就業者数）

150人 210人 300人 450人 660人 870人 2,640人

プラットフォーム

プラットフォーム
（ビデオ会議）

子育て支援団体へのアウトリーチ

就職フェア




